
次号予告 Vol.71 No.10（10月号)

特集●感染症の危機管理─関連法規改正後の新たな展開
感染症法の改正について 厚生労働省健康局結核感染症課 山井 理行

わが国の感染症危機管理がなぜ必要か 富山県衛生研究所 倉田 毅

国際貿易の自由化と感染症の危機管理─新しい国際保健規則 IHRの意義を求めて
国際食問題アナリスト 松延 洋平

改正感染症法に基づく結核対策の課題と展望 国立感染症研究所ハンセン病研究センター 森 亨

新たな結核対策と感染症危機管理機能の強化─都道府県の立場から 山形県健康福祉部兼衛生研究所 阿彦 忠之

改正感染症法に基づく新たな取り組み

①病原微生物等の適正管理の実際 国立感染症研究所バイオセーフティ管理室 杉山 和良

②症候群サーベイランスの意義と実際 国立感染症研究所感染症情報センター 大日 康史

●視点

ランドスケープの変化とこれからの国際協力 WHO事務局長補(エイズ・結核・マラリア担当官) 中谷比呂樹

●特別寄稿

韓国の敬老堂におけるソーシャルキャピタルと健康 西武文理大学サービス経営学部 斎藤 嘉孝・他

●資料

日本と韓国における小児・青少年の身長・体重の動向
東京医科歯科大学大学院保健衛生学 望月 好子・佐藤 千史
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編集室通信

今日は8 月 9 日，長崎に原爆が落とされた
日．昨日「この子たちの夏」という朗読劇を
観ました．麦藁帽子を被った 6 人の女優
が，史実にのっとり，残された資料をもとに，
あの日の子どもたちの姿や，母親の言霊を
読み上げます．そこには，1945 年のヒロシマ
とナガサキの惨状が再現されていて…．短
い命を原爆で奪われた子どもたちの，母親
の苦しみと絶叫，無念の声が，胸に迫り，張
裂けそうでした．そして同時に，今現在つつ
がなく穏やかに平凡に暮らせているありがた
さに，感謝の気持ちがわいてきます．戦争
は，人間の地獄で，理屈抜きにいやです．
人間である限り，誰一人として，経験しては
ならない．誰にも，経験させたくない．いつも
8月には，戦争を思います． (野中)

(担当/野中・天野)
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娘が保育園に通っていた頃，お迎えはいつも閉園ぎりぎ
りで，帰ってからご飯を食べさせお風呂に入れて寝かしつ
けるだけで精一杯の毎日でした．
家族の協力で何とか回っていた我が家とは対照的に，

周りでは共働き家庭でも家事や子育てのほとんどを1 人で
こなしているママが多いのに驚きました．
仕事や家族の世話で忙しい女性は，自分のケアはおろ

そかになりがちです．女性の心やからだは日々女性ホルモ
ンの影響を受けていますが，毎月の生理以外でホルモンバ
ランスによる不調を自覚している女性は少ないものです．医
療界においても，近年の「女性外来」ブームなどで，改

めて「性差」が認識されるようになってきたところです．
今後，女性の社会進出がさらに進み，共働き家庭がも

っと増えれば，働きながら家事や子育てを担う男性も増えて
いくでしょう．性別役割分担が多様化すれば，患者の性
別，年齢，医学的要因のみならず，生活背景や心理状
況，社会的環境など，個人の特性を考慮した診療が今ま
で以上に求められるようになります．
今月の特集号「性差医療から考える―患者の望む医療

とは？」が，皆様の今後の保健活動に少しでもお役に立て
れば幸いです．

(品川靖子)
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